
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
の

新
生
に
向
け
た

「イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
日
本
創

り
」
の
国
民
運
動
を
提
唱
す
る
。

そ
の
共
通
認
識
の
も
と
で
、
上
記
に

提
言
し
た

「科
学
技
術

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
教
育

一
体
推
進
会
議
」
で
は
、
内
閣

総
理
大
臣
、
関
係
閣
僚
、
科
学
技
術
界

と
教
育
界
議
員
お
よ
び
産
業
界
議
員
の

構
成
で
、
次
の
３
点
の
重
要
視
座
に
立
っ

た
司
令
塔
機
能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
。

重
要
視
座
１
¨
産
学
官
が
共
有
で
き
る

「科
学
技
術
駆
動
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

セ
ス
の
基
本
設
計
図
穴
図
１
参
照
）
を
つ

く
り
、
産
学
官
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
テ
ン

プ
レ
ー
ト
的
に
共
用
す
る
。
例
え
ば
、
政

府
の
各
省
庁
に
ま
た
が
る
投
資
の
連
関
と

横
串
の
見
え
る
化
や
、
提
案
さ
れ
た
基
礎

研
究
企
画
、
応
用
研
究
企
画
な
ど
が
受
け

持
つ
「知
の
創
造
か
ら
社
会
経
済
的
価
値

の
創
造
」
ま
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
立
ち
位
置
（イ
ン
プ
ッ
ト
と

ア
ウ
ト
プ
ツ
ト
）
の
見
え
る
化
、
そ
れ
ら

の
投
資
に
対
す
る
評
価
と
フ
ォ
ロ
ー
に
も

活
用
す
る
。
併
せ
て
、
各
種
の
産
学
官
連

携
に
係
る
制
度
設
計
の
見
え
る
化
と
Ｐ
Ｄ

一　
　
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
活
用
す
る
。

一　

　

限
ら
れ
た
政
府
と
産
業
の
原
資
を
有

一
　

効
に
活
か
す
た
め
に
、
こ
の
「科
学
技
術

一
　

駆
動
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
基

一
　

本
設
計
図
」
を
共
有
し
、
絶
え
ず
イ
ノ

一
　

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
各
分
担
を
確
実

一
　

に
指
揮
監
督
す
る
司
令
塔
が
極
め
て
大

一
　

切
で
あ
る
。
上
記
に
て
提
案
し
た

「科
学

一
　

技
術

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
教
育

一体
推

一
　

進
会
議
」
は
、
こ
の
司
令
塔
機
能
を
発
揮

¨
　

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

一
　

重
要
視
座
２

¨
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

一
　

牽
引
エ
ン
ジ
ン
の
脆
弱
性
を
見
え
る
化
し
、

一
　

日
本
の
特
色
を
活
か
し
た
価
値
創
出
能

一
　

カ
強
化
と
人
材
育
成
に
向
け
た
設
計
図

一
　

を
つ
く
る
。
こ
れ
を
産
学
官
が
共
有
化
し
、

一
　

日
本
の
大
学
を
国
際
基
準
へ
引
き
上
げ
る

一
　

た
め
の
強
化
策
、
研
究
開
発
型
独
立
行

一
　

政
法
人
の
強
化
策
、
産
学
官
連
携
強
化

一
　

策
の
制
度
設
計
な
ど
に
活
用
す
る
。

一　

　

特
に
注
力
す
べ
き
施
策
は
、
大
学

。

一
　

研
究
開
発
法
人

・
産
業
を
結
ぶ

「価
値
と

¨
　

人
材
の
フ
ロ
ー
＆
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の

制
度
的
改
革
と
実
践
」
で
あ
る
。

重
要
視
座
３

¨
″負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
構
造
〃

に
あ
る

「財
政
、
経
済
、
社
会
保
障
」
を
、

「産
業
振
興
」、
「科
学
技
術
振
興
」、
お

よ
び

「教
育
振
興
」
の
三
位

一体
推
進
に

よ
っ
て
、
〃正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
構
造
〃
に
転

換
す
る
〃イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
日
本
創
り
運

動
′
の
基
本
構
想
を
推
進
す
る
。
「
１
０

０
０
兆
円
を
超
す
財
政
の
借
金
、
年
間

１
・
３
兆
円
の
自
然
増
加
が
発
生
す
る

社
会
保
障
、
さ
ら
に
は
産
業
の
収
益
力

低
下
に
伴
う
税
収
の
低
下
」
に
象
徴
さ
れ

る
〃沈
み
行
く
日
本
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

構
造
〃
を
、
〃日
本
新
生
に
向
け
た
正
の
ス

パ
イ
ラ
ル
構
造
〃
に
復
元
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
産
業
の
収

益
力
を
回
復
す
る

″イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
振

興
投
資
〃
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。

同
時
に
、
そ
の
源
で
あ
る
〃科
学
技
術

振
興
投
資
〃
と
、
そ
れ
を
持
続
可
能
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
牽
引
エ
ン
ジ
ン
と
す
る
た
め

に
必
須
の
〃教
育
投
資
〃
と
を
、
三
位
一体

的
に
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

以
上
、
「イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
科
学
技
術

。

教
育
の
二
位
一体
推
進
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
行
分
担
責
任
体
制
に
落
と
し
込
ん
で
い

く
「科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
教
育
一

体
推
進
会
議
」
の
司
令
塔
機
能
発
揮
の
成

否
は
、
「イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
日
本
創
り
運
動
」
の

成
否
を
決
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

瘍
結
び

危
機
的
状
況
に
あ
る
〃沈
み
行
く
日

本
〃
の
新
生
に
向
け
た
国
民
運
動
と
し
て
、

「イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
日
本
創
り
運
動
」
を
提

唱
し
た
。
こ
の
実
行
に
向
け
て
残
さ
れ
た

時
間
は
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
危
機
感
を
、
政
府
も
政
治
も
国
民
も

自
覚
し
て
、
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
就
く

こ
と
が
今
の
日
本
に
と
っ
て
緊
要
で
あ
る
。

同
時
に
、
教
育
界
も
科
学
技
術

・
学

術
界
も
産
業
界
も
″沈
み
行
く
日
本
〃
を

再
浮
上
さ
せ
、
次
代
に
そ
の
成
果
を
誇

る
こ
と
が
で
き
る
「科
学
技
術

・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
教
育
の
三
位

一
体
推
進
」

と
「イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
日
本
創
り
運
動
」
に

参
加
し
、
貢
献
す
る
使
命
を
持
つ
こ
と

を
自
覚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

[特集」畑を轟黒 し素釆覆麺 く
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